
２０１０年 ６月２１日

参議院議員選挙愛知選挙区予定立候補者

様

木曽川水系連絡導水路事業および長良川河口堰に関する

公開アンケートについて（お願い）

導水路はいらない！愛知の会

共同代表 小林 収 ・加藤 伸久

国民生活向上と国政発展をめざし、参議院議員選挙に立候補されたことに敬意を表します。

私たち「導水路はいらない！愛知の会」は昨年６月、揖斐川上流の徳山ダムの水について一部

は長良川経由で木曽川に導水する、木曽川水系連絡導水路事業（以下、「導水路」事業という）

に公金（愛知県税）を支出することは、税金の無駄遣いであるとの観点から、愛知県知事らを

被告に、名古屋地裁へ公金支出の差止「住民訴訟」を提訴しています。

提訴に先だって、私たちが愛知県の資料を基に検討したところ、近年の水需要の実績の数値

は、長良川河口堰の水・徳山ダムがともになくても、愛知県民の生活（経済活動を含めて）に

は、何ら支障がない（現在、河口堰を水源に知多半島へ県水が給水されています。これは犬山

頭首工の暫定水利権を放棄して、河口堰にアリバイづくりをしたもので、知多半島住民からは

まずい、臭いと苦情が絶えません。）ことが明らかとなりました。

昨年５月の河村名古屋市長「撤退」表明など、「ダム」事業に対する国民の疑問の声の広が

りと政権交代のもとで、導水路事業は現在「凍結」となっていますが、本年度の国予算では、

「環境調査」として５億円の事業費が計上されたように、事業は実質進行しています。

私たちは、こんなやり方でムダな公共事業に８９０億円もの公金が使われることを看過でき

ません。福祉・医療など、国民生活の安定のためにこそ廻されるべきと考えます。

また、今年の秋には、生物の多様性を議論する COP１０（生物多様性条約締結国会議）が、

名古屋市で開催されます。生態も流域文化も異なる揖斐川・長良川・木曽川を連結する導水路

や、川と海を断絶する「河口堰」が生物の多様性に逆らうことは明白なことです。

私私たたちちはは、、導導水水路路事事業業やや河河口口堰堰のの水水質質問問題題がが地地域域問問題題ににととどどままららずず、、国国政政のの重重要要課課題題でであありり、、

次次世世代代ににつつななががるる重重要要なな課課題題とと考考ええるる立立場場かからら、、貴貴候候補補ににごご質質問問致致ししまますす。。

ご回答をいただき、県民に投票行動の判断材料として広く情報提供したいと考えております。

趣旨を理解していただき、ご協力をお願いいたします。

なお、勝手ではありますが選挙日程の関係から、ご回答は２０１０年６月２８日（月）まで

に当会事務局まで確実に届くよう FAX またはメールでお願いいたします。

（「導水路はいらない！愛知の会」事務局：加藤伸久）
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木曽川水系連絡導水路事業および長良川河口堰に関する

公開アンケート（案）

１ 現在、国は木曽川水系連絡導水路事業について「凍結」としていますが、他方で

今年度５億円の予算がついています。このままでは、来年度も同額程度の予算がつ

くことと想定されます。

本事業の今後について、貴候補はどのようにお考えですか。以下の事項を選択・

回答してください。

（１）速やかに本工事着工し、事業を推進すべきである。

（２）今年度予算の執行を凍結し、地元を中心に計画の見直しを行うべきである。。

（３）事業を中止し、事業計画を白紙に戻すべきである。

（４）その他

このことに関し、お考えがあれば意見を述べてください。

２ 長良川河口堰の水質悪化に関連し、知多半島へ給水の県営水道の水源について、

以下の事項を選択・回答してください。

（１）現状のまま、長良川河口堰の貯留水でよい。

（２）元の木曽川（愛知用水）に戻すべきである。

（３） その他

このことに関し、お考えがあれば意見を述べてください。

３ 木曽川水系三川の環境・水利用などに関する政策提案・マニュフェスト・お考え

などがあれば、述べてください。

以上


